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レーザー核融合における衝撃波点火方式は、

比較的低い強度のレーザー照射であらかじめ

圧縮した後に、高い強度のスパイクパルスによ

って点火条件に到達させる方法である[1]。この

方式では、従来は燃料の先行過熱により爆縮性

能を低減させる因子であるとされていた高速

電子を衝撃波の増強に用いることで、超高圧力

を実現することを目指している。[2] 

衝撃波点火方式に用いるレーザー強度領域に

おいて、高速電子は主にレーザープラズマ不安

定性である誘導ラマン散乱と二電子波崩壊不

安定性によって生成される。本研究では、ター

ゲット材料の水素含有率によって、誘導ラマン

散乱によって生じる高速電子の発生・吸収にど

のような違いが表れるかを明らかにすること

を目的として、レーザーパラメータやターゲッ

ト材料の条件を変化させてレーザー照射実験

を行った。ターゲット材料には水素含有率が異

なる、ダイヤモンド、ポリスチレン、ポリエチ

レンの3種類の材料を用いた。 

材料の水素含有率の依存性について、同様の

レーザー照射条件において、ポリエチレン、ポ

リスチレン、ダイヤモンドの順に誘導ラマン散

乱による散乱光の強度が増加した。高速電子の

発生・吸収量にも同様の傾向が見られた。これ

らのことからターゲット材料の水素含有率が

高いほどレーザープラズマ不安定性によって

生じる高速電子の発生が促進されるというこ

とが示唆された。 

本講演では実験結果の詳細とその解析等に

ついて報告する。 
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Fig. 1. Time-integrated backscatter spectrum of 

polystyrene, diamond, and polyethylene for 3 

irradiation with pre-pulse. (polystyrene : SN44683, 

diamond : SN44685, polyethylene : SN44687) 

  

 
Fig. 2. Cu-K spectra by the x-ray spectrometer of 

polystyrene, diamond, and polyethylene for 3 

irradiation with pre-pulse. (polystyrene : SN44683, 

diamond : SN44685, polyethylene : SN44687) 
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